
会
を
お
曹
長
し
ま
す
。
無
償
ま
た
は
割
引
き
で
お
預
け
し
ま
一
会
講
演
晶
画
@
研
雲
な
ど
に
御

呂
本
題
連
協
会
す
。
雑
誌
「
世
界
と
わ
れ
ら
」
は
月
一
案
内
し
、
ま
た
開
催
御
希
望
の
向
き

卒
塀
支
部
必
伸
伸
一
十
五
円
(
定
価
四
十
円
)
で
お
頒
け
一
に
は
あ
っ
捉
い
た
し
ま
す
。

一
、
目
的
…
し
て
い
ま
す
。
司
会
合

百
本
関
連
協
会
の
地
方
支
部
の
一
つ
一

で
、
関
連
平
和
の
精
神
を
市
内
の
よ
濃
縮
本
部
縛
郡
態
勢
拡
入
る

み
ず
み
に
ま
で
普
及
す
る
と
と
も
に
一

市
民
の
平
和
へ
の
願
い
と
協
力
活
動
一
今
年
も
残
り
少
な
に
な

D

ま
し
た
。
一
注
意
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
す
き

国
民
待
望
の
、
日
本
の
題
連
加
盟
は
即
時
日
の
う
ち
に
安
保
斑
を
尚
る
も
の
と
一
唯
今
、
臨
議
蕗
会
平
準
語
即
(
支
部
一
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
一
年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
き
、
忙
し
さ
に
…
聞
か
ら
で
す
。

近
く
実
現
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
一
予
想
さ
れ
、
安
保
理
を
渇
れ
ば
、
総
会
一
長
一
戸
川
貞
雄
、
事
務
所
市
総
務
課
内
)
一
て
い
ま
ず
。
一
加
え
、
火
栓
使
う
こ
と
も

Y

自
然
ふ
だ
一
浩
訪
本
部
で
は
、
さ
き
の
火
災
予
防

す
。
新
間
報
道
に
よ
れ
ば
、
4
ラ
ン
の
一
で
可
決
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
確
実
と
の
一
で
は
、
会
員
募
集
と
国
連
麗
解
を
拡
め
一
一
、
会
員
へ
の
サ
!
ヴ
イ
ス
一
ん
よ
り
多
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
…
運
動
に
引
続
い
て
、
来
る
二
五
日
か
ら

要
請
で
闘
か
れ
る
コ
一
日
午
前
一
一
時
一
乙
と
で
あ
ジ
ま
す
。
一
る
運
動
を
実
施
中
で
、
す
で
に
二
十
一
一
女
パ
ヅ
ヂ
、
門
標
を
蓋
上
げ
ま
す
。
一
そ
の
上
、
空
気
は
か
ら
か
ら
に
就
い
一
一
ニ
一
日
ま
で
、
歳
未
火
災
特
別
欝
戒
を

(
日
本
時
閣
三
一
日
午
前
一
時
)
か
ら
一
久
し
く
ま
っ
た
、
国
連
加
盟
の
実
現
一
名
の
市
民
と
、
市
柑
所
係
長
会
(
四
十
一
台
「
関
連
神
茶
川
」
を
毎
月
お
送

D

一
て
い
ま
す
。
一
行
い
ま
す
。

の
国
連
安
全
保
路
運
事
会
は
、
ペ
ル

1

一
に
よ
っ
て
、
日
本
も
国
際
社
会
に
、
ょ
一
一
名
)
な
ど
が
加
入
し
ま
し
た
。
一
し
ま
す
。
一
一
に
も
二
一
に
も
火
の
始
末
に
注
慈
…
消
防
本
部
内
に
、
特
訓
刑
務
成
本
部
を

の
ベ
ラ
ン
式
表
(
一
一
一
月
の
安
定
一
フ
ゃ
く
復
帰
で
き
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
一
帯
り
た
か
き
、
理
解
探
い
震
の
入
一
審
議
行
の
襲
、
雑
誌
な
ど
乏
し
て
下
さ
い
。
一
章
、
会
消
防
車
義
戒
態
勢
に
お
き

軍
事
会
議
長
で
、
国
連
筆
頭
あ
一

ζ
の
よ
ろ
乙
ぴ
と
す
Z
E
l
i
-
-
!
l
l
i
l
i
-
-

一
昨
年
の
全
国
火
災
袋
詰
ベ
て
見
一
消
防
部
践
を
増
強
、
韓
国
は
夜
八
時

軒
芸
能
註
持
註
見
詰
均
一
力
一
需
品
っ
て
い
る
入
へ
一
計
一
軒
当
日
空
件
、
耳
目
説
明
話
路

な
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
加
盟
問
窓
に
一
嬰
畠
民
の
平
和
へ
の
願
い
と
、
留
一
難
東
一
品
持
響
運
動
て
一
一
百
一
八
億
五
千
九
百
万
円
の
損
害
志
、
問
時
に
、
広
報
賢
官
位
を
と
お
し
て

つ
い
て
は
、C

れ
ま
で
に
論
識
は
大
方
一
際
協
力
へ
の
撃
を
、
国
民
運
覇
と
し
一
一
一
で
し
た
。
乙
の
裏
話
、
一
雪
ん
に
妨
火
葬
び
か
け
る

ζ
と
に

自
尽
し
て
お
り
、
自
ソ
共
同
三
罷
一
唯
一
て
会
喜
界
に
訴
え
続
け
て
袈
花
、
国
額
一
。
社
会
福
祉
施
設
(
母
子
一
驚
な
ど
)
に
一
て
も
ら
お
う

o
-と
い
う
。
一
何
万
人
か
の
人
遣
が
、
家
い
を
、

F一
生
一
な
り
ま
し
た
。

の
完
了
で
、
ソ
速
の
支
持
も
確
実
と
な
一
的
民
間
団
体
。
日
本
国
際
連
合
協
会
。
一
入
っ
て
い
る
事
、
幸
福
っ
て
い
す
歳
末
た
す
け
あ
い
五
持
雷
轟
ム
か
け
主
活
の
貯
へ
震
に
し
て
、
行
一
。
出
し
て
泣
く
よ
り
笑
っ
て
間
会

っ
た
の
で
、
塁
の
加
盟
勧
告
案
第
一
白
一
員
に
加
わ
る
こ
と
で
ず
。
一
る
人
語
、
あ
か
る
い
お
ま
河
童
え
が
一
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
迷
っ
て
い
る
乙
と
で
し
ょ
う
か
一
あ
と
お
売
さ
弓
丹
、
市
内
に

一
社
会
福
祉
協
議
会
の
人
達
ゃ
、
地
反

7
燃
え
な
い
工
夫
、
焼
か
な
い
注
意
乙
火
脚
臓
の
入
り
込
む
す
き
を
与
え
な
い
よ

写
真
(
上
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
国
連
本
部
ピ
ペ
宮
帰
一
労
、
帯
入
団
体
、
民
主
委
員
の
皆
さ
ん
火
災
の
大
部
分
は
、
火
の
既
設
い
の
不
一
ぅ
、
舎
を
尽
し
て
下
さ
い
。

に
そ
一
ザ
え
る
の
が
そ
の
事
務
局
、
そ
の
右
下
の
変
形
ピ
ル
は
会
…
京
一
一

一
が
力
を
あ
わ
せ
て
、
ζ
の
運
動
を
す
J
h

一

議
室
。
中
央
ド
i

ム
は
総
会
議
場
。
(
下
)
総
会
譜
場
内
部
。
一
一

一
め
て
い
ま
す
。
一
冷
害
主
斗
う
北
海
一
か
に
し
で
い
る
の
は
ー
さ

h
や
か
な
が

衣
灘
、
食
糧
(
米
を
除
く
て
日
用
一
一
ら
全
一
回
か
ら
の
撃
は
物
資
と
同
議
会
だ

最
安
た
す
け
あ
い
る
心
の
こ
と
選
民
を
救
お
う
一
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

っ
た
口
問
委
寄
せ
下
さ
い
。
一
い
ま
北
海
道
の
人
達
は
間
和
七
年
来
一
警
ん
二
枚
の
衣
額
、
一
倍
程

あ
つ
ま
っ
た
も
の
は
、
護
事
務
所
一
の
冷
盟
国
と
凶
器
開
伸
長
か
れ
、
飢
一
用
品
、
一
警
の
撃
で
も
結
講
で
す

を
通
じ
て
、
今
月
一
一

O
日
一
臨
ま
で
に
わ
一
と
寒
気
」
に
お
の
の
い
て
い
ま
す
。
一
事
塚
市
民
の
あ
た
〆
か
い
心
の
寄
せ
ら

ぱ
ら
れ
ま
す
。
夜
寝
が
学
分
川
以
下
の
農
家
が
二
一
一
万
一
れ
る
の
を
建
付
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

お
金
は
、
品
物
じ
か
え
て
贈
ら
れ
ま
一
六
千
六
亘
円
、
約
四
百
警
の
被
害
を
一
糟
盟
、
市
壁
事
務
所
で
あ
っ
か

す
。
一
章
、
来
年
一
一
一
月
ま
で
に
は
、
約
二
万
一
っ
て
若
手
。

さ
び
し
い
入
、
困
っ
て
い
る
人
連
と
一
一
一
一
千
人
差
襲
警
受
け
る
具
量
一
す
で
に
、
衣
類
二
葉
点

一
諸
尺
需
月
の
よ
ろ
ζ

皇
官
一
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
塁
一
万
一
千
五
百
円

あ
い
ま
し
ょ
う
。
一

ζ

れ
か
ら
の
長
い
冬
を
す
な
す
と
い
一
ほ
か
に
激
励
文
、
ォ
モ
チ
ヤ
等
が

っ
た
贈
さ
の
中
で
、
被
援
一
者
の
心
を
蕗
一
北
海
道
に
贈
ら
れ
ま
し
た

1

第59号

毎月

行:
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1 0 沼イ而 2 円

II 月 113 の

面積と人自
面積 59. 82km お

世帯数 20.090 

人口ヲ6.514

人口密度 1.613 

(平塚市E広報紙〉

発平塚市役所
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第5号号

昭
和
三
十
一
年
も
い
よ
い
よ
時
間

h
v

懸
素
だ
っ
た
市
常A岡
市
場
の
開

少
な
に
な
り
ま
し
た
。
設
、
と
れ
4
&関
悌
三
者
の
抗
議
協

か
え
り
み
れ
ば
ま
乙
と
に
多
誠
に
よ
り
形
決
、
新
春
早
々
に
は

事
、
か
つ
記
晶
必
ず
べ
き
年
と
い
っ
開
場
さ
れ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
遺
憾

で
よ
い
で
し
ょ
う
。
な
の
は
、
未
解
決
の
ま
ま
年
を
越

先
ず
、
こ
の
年
の
秋
に
、
わ
が
さ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
ニ
ッ
、

平
塚
市
は
、
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
一
ヅ
は
市
立
高
浜
と
市
立
商
業
の

た
大
野
前
を
ふ
く
め
た
週
辺
五
ケ
併
賀
県
万
移
管
、
も
う
〕
ツ
は
南

村
と
の
合
併
を
成
就
し
、
一
応
中
療
の
塵
芥
焼
却
場
に
コ
ン
ポ
ス
ト

怒
一
都
市
と
し
て
の
態
勢
を
と
と
山
装
置
を
設
置
す
る
件
、
た
と
え
ふ

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
数
の
反
対
意
見
で
あ
っ
て
も
、
元

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
多
年
の
懸
分
に
耳
を
儲
け
て
意
見
調
整
に
努

案
で
あ
っ
た
須
賀
地
下
道
の
開
設
力
し
な
け
れ
ば
な

D

ま
せ
ん
の

・
も
、
取
付
口
の
工
事
完
了
、
あ
と
で
、
今
後
も
大
い
に
議
を
出
陣
し
て

は
間
鉄
に
よ
る
畿
一
遂
の
貫
通
主
事
市
民
全
体
の
福
枝
の
た
め
に
、
解

と
い
う
わ
け
で
す
。
決
の
方
途
を
講
じ
ま
す
。

駅
関
係
で
は
、
ホ
l

ム
の
混
雑
御
協
力
を
期
待
レ
て
お
り
ま

経
和
と
、
市
民
雫
時
利
用
者
の
た
す
。

め
に
必
要
な
、
西
口
改
利
口
の
間
終
り
に
今
年
末
助
け
合
い
運

鵠
を
い
う
問
題
が
接
さ
れ
て
お
り
動
。
に
よ
っ
て
、
本
霊
混
か
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
間
撮
当
局
ど
地
市
民
感
情
の
う
ち
に
送
り
た
い
と

一
万
市
民
の
協
力
を
得
て
、
明
年
度
患
い
ま
す
。

は
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
市
長
自
ら
街
一
践
に
立
ち
ま

す
。
す
。
よ
ろ
し
く
御
支
援

τ
さ
い
。

も
フ
ひ
と
つ
二
'
」
れ
も
多
年
の
(
一
二
月
五
日
一
円
川
貞
雄
)

〈第 3 種郵便物認可〉

生

市
役
所
の
し
ご
と
を
知
ら
せ
た
り
一
戸
川
市
政
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
一
関
政
の
中
か
ら
、
明
る
い
廊
づ
く
h
u
へ
一
し
て
い
ま
す
。
一

市
民
の
声
そ
聞
い
たb
m
b
y

愛
と
誠
長
に
よ
る
人
の
利
。
と

O

市
一
の
大
き
な
布
一

h
を
う
つζ
と
が
で
き
た
一
出
現
と
臨
時
に
、
精
〕
杯
の
配
車
計
一

ま
ち
ゃ
、
市
民
住
活
の
問
題
を
話
し
一
民
ど
市
の
覇
市
明
者
と
が
、
ひ
ざ
を
想
え
一
わ
け
で
あ
り
ま
す
@
一
函
を
組
ま
さ
れ
、
う
れ
し
い
悲
鳴
、
一

あ
っ
た
り
す
る
ま
警
守
は
、
納
得
の
ゆ
く
朗
る
い
市
政
事
Z

と
一
言
、
ダ
ヅ
ト
サ
ン
主
ブ
イ
ト
パ
ン
一
去
る
八
月
語
、
一
戸
川
裏
急
行
一

い
う
興
一
一
念
か
ら
生
れ
た
広
報
は
、
い
ま
一
@
一
九
五
六
年
式
、

V
}
ニ
一
一
一
型
@
一
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
を
手
に
街
頭
の
市
民
に
一

広
報
体
観
点
の
し
あ
げ
に
全
力
を
あ
げ
、
一
ネ
ズ
ミ
色
で
、
ス
ピ

i
力
1
8を
背
負
つ7
歳
末
、
た
す
け
あ
い
運
繭
に
よ
っ
て
、
一

間
も
な
く
入
る
新
年
度
か
ら
は
、
宮
一
党
モ
ダ
ン
な
も
の
、
購
入
価
絡
は
八

O
一
占
め
た
与

3か
い
お
正
月
を
迎
え
よ
う
#
と
←

報
ス
タ
イ
ル
の
紙
面
広
報
の
域
か
ら
ぬ
一
万
円
(
内
拡
幅
四
装
置
費
に
五
万
円
)
一
呼
び
か
け
ま
し
た
。
一

け
出
て
、
し
っ
か
り
市
民
之
市
役
所
を
一
。
小
つ
ぶ
で
も
ピ
り
り
と
か
ら
い
。
一
な
お
広
報
卓
の
設
備
と
あ
わ
せ
広
報
一

む
ず
ぶ
役
割
を
巣
す
も
の
に
な
る
で
し
一
広
報
車
で
す
。
一
委
員
会
の
育
成
を
中
心
と
す
る
、
広
報
一

ょ
う
、
一
広
報
車
の
遥
行
に
あ
た
っ
て
は
、
で
一
組
織
網
の
編
成
を
研
拐
し
つ
〉
あ
り
、
一

こ
の
見
通
し
ぞ
奥
付
け
る
一
つ
と
い
一
き
る
だ
げ
乗
車

H聞
を
少
一
く
し
、
同
時
に
一
こ
れ
に
よ
っ
て
話
し
あ
い
の
う
?
を
ひ
一

て
、
今
月
か
ら
平
塚
市
誕
庄
、
以
来
初
一
広
報
効
目
執
念
除
々
に
た
か
め
て
ゆ
く
た
一
ろ
げ
よ
う
と
も
し
て
い
ま
す
。
一

の
広
報
車
が
お
め
み
え
し
ま
し
た
。
一
め
の
準
備
を
す
〉
め
て
お
り
、
や
が
て
一
広
報
に
対
す
る
御
意
見
を
お
答
ぜ
下
一

議
会
の
探
い
惑
解
も
あ
夕
、
盟
難
な
一
市
民
に
愛
さ
れ
る
も
の
に
な
る
と
期
待
一
さ
い
。
一

京
濃
議
出
記
親
る
註
ゆ

E
-"'.. 伊-ヤ也­-

話

ご》
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号 I (: 

甲
羅
道
九
吉
田
康
年
、
中
村
}
男
、

鬼
原
保
太
郎
、
佐
藤
富
旗
、
パ
イ
ロ

γ

ト
万
年
第
(
雄
二
塞
議

三位堅持品長
官長二二二

封建言

ilii 
子男中

空襲美学

長 32 校
2255 
23 員

長:z
喜孝整会

話 ?z
iii 

策のの

t ii 
。芝警

?? 
i 韓
三景併』、

て署長

時
吾ぶ墾 霊事写 2k 延長季 3 詰 221 会 k l 定
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持護|間語 i持 31FE喜善意でF
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議主要 ど 率五五暮主需主義 完
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頭
指
揮
で
\
五
年
次
に
わ
た
る
日
開
成
計

一
闘
に
添
い
、
い
よ
い
よ
市
民
と
の
ふ
れ

あ
い
を
探
め
る
段
階
に
は
い
の
ま
し
た

か
ら
に



る
い
と
のζ
と
、
中
学
生
の
揚
合
は
、
一
は
、
京
浜
地
区
へ
進
出
し
な
け
れ
ば
な
一
平
塚
蔚
辺
に
敵
役
求
め
る
者
は
早
塚
一
十

事
業
ま
で
に
全
員
の
就
職
が
決
ま
る
だ
一
戸
り
な
い
の
で
、

ζ
れ
か
き
ち
に
努
力
一
票
商
業
的
性
格
が
強
い
農
産
一
菅
ゐ
す
、
健
康
な
勤
労
感
を
も
っ
幽
警
察
を
と
て
、
ど
っ
し
て
も

ろ
う
と
の
量
し
も
あ
り
ま
す
。
一
が
必
要
と
の
こ
と
一
葉
系
統
に
従
事
す
る
よ
う
て
め
た

τ
、
社
会
一
員
長
間
入
り
が
で
き
一
期
限
ま
で
に
懇
で
き
な
い
人
の
た
め

し
か
し
高
校
生
の
求
人
開
拓
に
は
大
一
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
雲
間
の
一
い
と

ζ
ろ
だ
と
も
注
告
し
て
い
ま
す
。
一
る
よ
う
、
害
者
と
、
家
庭
の
協
力
を
に
、
税
務
課
言
、
年
産
臓
を
返
上

馬
力
を
か
け
る
畿
が
あ
ろ
う
し
五
一
一
流
会
社
も
ほ

y
出
揃
い
、
あ
と
は
中
一
安
定
所
と
学
校
で
は
、
安
定
所
と
つ
お
願
い
し
て
や
み
ま
充
。
一
し
て
、
納
税
の
霊
い
を
い
た
し
ま

子
の
就
職
は
、
依
然
と
し
て
今
年
も
一
小

A義
求
人
選
っ
て
い
る
現
状
に
あ
一
l
i
-
-
-
r
i
l
p
i
l
l
i
-
-
-
i

一
す
。

ヂ
警
口
問
。
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
吉
、
地
に
つ
い
た
心
構
え
が
望
ま
れ
る
一
一
菜
、
納
期
の
き
れ
る
二
八
日
に

こ
の
離
職
戦
線
平
塚
縦
一
宏
、
一
が
、
中
学
生
は
、
選
考
の
時
期
か
二
今
年
む
税
金
は
今
年
の
う
ち
比
一
は
友
会
館
、
喜
八
ム
民
館
、
馬
入
治

公
共
職
業
量
産
次
の
よ
う
に
見
て
一
月
以
降
に
な
っ
て
お

P

、
ま
だ
ま
だ
、
一
大
掃
除
、
お
も
ち
つ
き
、
そ
し
て
今
一
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
防
団
庁
舎
の
三
カ
定
量
し
て
納
税

い
る
よ
う
で
す
。
一
京
浜
方
溜
へ
の
就
職
も
可
能
な
の
で
、
一
年
の
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い
い
ろ
い
一
税
金
も
、
今
年
の
砂
は
、
今
年
の
う
一
念
、
お
受
け
し
ま
す
。

平
塚
管
内
就
職
希
望
者
は
一
採
用
選
考
に
当
っ
て
、
充
分
実
刀
が
発
一
ろ
な
お
校
事
:
:
:
:
一
ち
に
必
ず
す
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
っ
。
一
納
期
円
で
あ
れ
ば
、
市
内
の
各
金
融

高
等
学
校
六

Q
ハ
人
一
揮
で
き
る
よ
う
、
今
客
寄
る
べ
き
一
歳
の
瀬
の
い
そ
が
し
さ
が
あ
っ
て
、
一
県
市
民
泊
第
四
警
察
期
は
二
八
機
関
で
も
一
語
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
御

(
男
二
六
九
@
女
四
八

O
)

一
だ
と
の
こ
と
で
す
。
一
お
正
月
の
す
が
す
が
し
い
気
特
が
あ
る
一
臼
、

ζ
の
外
、
城
島
、
神
団
地
区
で
は
一
利
用
主

C
い
。

らZ長

更年え 間三馬主察、 塚
主主のば民 iJ~ 四庄がこ市去

語 iiigiiiiii
の、のんな三嘱て推 iß 一

重手霧実ぞ官主塞雲警高
岩ダ仁社い造も推(しで
の!協事まのの薦民ま
指ラ力とす三でじ与し民
主蓉イずい 伴、、委た生
君愛ンる 員委

15i 一新華 i
言語量品設号官
官Z2 生 52
5if 再建 55
民の少 E事時を平

の
相
談
相
手
と
も
、
協
力
者
と
も
な
る
出
昧
な
、
そ
し
て
大
切
な
役
割
を
背

負
う
方
々
で
す
。

9
C
く
ろ
う
さ
ま
O

と
い
っ
し
ょ
に
、
会
委
員
さ
ん
の
お
働
き
に
探
く
期

苧
υ
ま
し
ょ
う
。

今
年
就
任
し
た
民
生
委
員
さ
ん

の
う
ち
、

前
期
に
引
続
品
目
」
再
選
さ
れ
た
人

一
名
、
新
任
の
人
六
三
名
で
、

'事膚歯-明a‘

人

婦
人
委
員
も
四
〕
名
を
数
え
ま
す
。

な
お
、
神
奈
川
県
下
に
は
、
全
体
で
一
九
五
五
人
(
横
浜
を
除
く
)
も
の

委
員
が
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

昭和31年諸島路島

iZ事霊;主持者
ぷ町 B A 原由貿r .黄 尽

警告時一言語讐 2
J支計古里享25屋三自
重 襲豪雪 崩書者

ア d E53語開時霊2
前町民間 B A 町 BABA蹄霊前

店噂

重喜重量警富霊童霊需露詫襲撃
襲撃 議辛苦手議露襲警議襲翼裏 喜重

~~晶........ "" r-.. .............. ，r--..，-..，品(

悪霊碑髄違憲章 2F警

rz時千千本L札次 FF 摩浜町釘嘉需脅君! 喜 重松松
雪雪合 BA 雪宇 BA 富 義杉草間争賠

豪語豪望書議会開岸警審議官A蓄
長賞戸空(員長1222 号112
佐間粕内務青 田盟E ニ品武 良
藤陣米国間ó 中さ3 き

z p 萱著書事
A 浜平 BA

語蓄草案史書託手袋森

繁JJ雪至宝章宣明りとコ
去さ Z 車車 Z 言

代
宮
町
A

広
野
村
三
郎

代
官
町
B

杉
山
亀
田
力
(
広
野
)

海
八
重
陵
町

松
風
町

袖
ケ
浜A

袖
ケ
浜
E
U

(3) 

軍
主
同
品
部
忍
佐
藤

盟関
震屋
間開

B A 

榔次
回線

要員露
草士重

合 女し告

要素警塁塁典出語長喝嚢蕎宅金
五更皐長空整荷主 堤義襲 撃
原牒造(牒仁包-+Jc ニ 膏(は 離
後)(株)、ブto 木三次け:
雄官株)、木会名 立名の ?と
、工芸)、宮村修) →)混 入

須穿平笹杓コて 良ß !J‘淳
高率色塚尾砂ト 、 豆
島 l宍:T:藤利下久 山 翠
平場-，.-_.主保口 彰
、福、、株塚田 増 し!

勝同日様)食 w 五

f架米 ζ 版送たにた
く揺の涼り、あん今 γ11~
お載た稽い森い糊月臣、細 F州

諸 22R 童話時焼警
まが魯失た先、持紙失職
ずで的し写生努主主が よ
まな;ま哀の筆印で w 

じ再し、 m 噴き開き ~ 
，r-...fc.編?ヒ準琢わ T あ 同世
総 ζ 集。偽ー護ず麗が 器量
轄とに じ歩らのつ .",.. 

諌をよ ?とやわ火?と
)、必 凸おし災と

活
水
台
B

高
橋
み
ゆ
き
(
横
山
)

黒
部
ケ
丘
撫
乎
沼
京
大
湯
浅
子

大
野
民
生
委
員
協
議
会

(
二
四
名
)

大
真
土
斉
孫
初
太
郎
(
抵
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十
口
実
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移
民
今
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成
瀬
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河
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東
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神
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中
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原
湾
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西
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高
梨
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高
梨
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観
音
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熊
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西
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大
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蜂
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郎
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輔
民
生
委
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協
議
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〈
五
名
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丸
島
笹
比
一
チ
ヤ
ウ

大
畑
貴
名
一
雄

矢
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杉
山
親
久

消
別
森
悶
久
(
山
崎
)

西
海
地
入
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瀬
管
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静

金
関
箆
紘
委
員
協
韓
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四
名
)

お
飯
島
鈴
木

寺
田
縄
吉
川
考
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一
一
郎

入
野
関
本
オ
久

長
持
嫡
恒
松
太
郎

企
沢
民
生
嚢
員
協
議
会

(
}
(
)
名
)

上
惣
領
石
黒
八
震

惣
領
好
康
保
太
郎

庶
子
分
木
村
豊
治
(
山
木
)

遠
藤
原
小
熊
ー
し
蓑
島
間
関
蔵
(
村
山
)

寺
分
石
井
鑑
蔵

一
口
早
g
a
人
増
水
島
泰
子

一
山
田
日
開
敷
@
山
入
野
山
韓
日
}
一
、

一
台
@
山
の
神

一
長
谷
津
横
山
根
治
(
野
口
〉

一
中
古
沢
二
宮
離

一
下
一
口
沢
熊
沢
韓
栄

一
沼
氏
銭
義
母
興
協
議
会

一
(
九
名
)

一
公
所
杉
山
正
恵
(
吉
野
〉

一
線
坂
題
小
山
輪
開
浮

一
出
縄
讃
篠
愛
一
}
一
郎

一
一
刀
出
冥
腫
擦

一
高
様
、
永
井
出
財
道

…
山
下
高
橋
憲
吉

一
制
内
小
旅
勇

一
徳
延
白
持
ア
イ
〈
滋
藤
)

緩
小
沢
妙
子
(
小
山
川
)



f
i
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i
-
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更
一
日
係
奮
闘
に
、
持
な
ら
ぬ
秀
吉
一
会
言
語
盟
関
と
告
を
だ
か
め
「
一

が
起
り
ま
し
た
。
一
間
内
自
治
に
努
め
よ
う
と
い
う
も
の
。
一

平
塚
市
、
立
野
町
会
発
忌
を
よ
ろ
こ
一
現
在
会
員
約
五

O
O
(地
域
全
世
帯
の
­

ぷ
人
達
の
歓
声
で
し
た
。
一
九
割
)
を
容
し
、
初
品
川
会
長
は
糾
野
藤

乙
の
日
の
立
爵
師
会
設
立
総
会
は
、
一
宮
口
氏
、
開
会
長
は
森
岡
、
原
、
今
井
の

芦
川
市
長
、
関
野
品
位
課
長
、
大
橋
、
一
一
ニ
民
、
町
内
を
八
涯
に
分
け
そ
の
中
を

婿
川
弼
常
識
浄
器
}
芝
、
妻
宅
金
更
に
一

O
柱
橋
ぐ
ら
い
で
ま
と
ま
る
組

に
わ
た
る
規
約
ゃ
、
書
記
、
会
計
、
監
一
に
分
け
て
い
ま
す
。
一

査
に
及
ぶ
位
員
を
選
出
、
た
の
も
し
い

町
会
の
亮
足
ぷ
り
で
し
た
。

で
の
問
、
北
は
追
分
か
ら
膏
埠
轟
小

の
向
い
側
ま
で
の
地
域
)
在
住
者
、
一

立
野
町
(
八
開
噂
り
と
劇
揖
通
り
ま

(4) 

時
に
市
原
右
中
心
と
し
た
相
模
閣
の
原

野
を
庇
渉
し
て
一
鷹
狩
り
す
る
こ
と
を
こ

よ
な
い
た
の
し
み
と
も
し
て
い
た
。

あ
る
日
、
鴨
川
野
に
疲
れ
た
家
康
は
、

つ
か
つ
か
と
、
か
た
わ
ら
の
一
寺
の
門

を
叩
い
て
体
怠
し
た
。
そ
れ
が
情
繋
寺

で
あ
る
。
住
持
が
さ
し
出
す
茶
を
喫
し

た
家
離
は
、
侍
臣
を
か
dえ
り
み
て
「ζ

乙
の
水
は
結
構
な
水
じ
ゃ
な
」
と
褒
め

住
民
組
織
の
そ
ヂ
ル
ケ
i

ス
立
野
時
金

市
立
偶
蹄
小
学
構
の
先
先
も
、
よ
い
一
子
連
も
、
い
ま
お
正
月
が
、
一
一
足
さ
き

品
事

1
1

中
内
↑
高

J
i

品
?
長
〉

l
i
l
-
-

一
に
来
た
よ
う
な
、
よ
ろ
乙
ぴ
に
わ
い
て

平
塚
市
笠
田
本
郷
に
霊
山
積
雲
寺
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ
一
い
る
と
便
り
が
あ
り
ま
し
た
・

i
o

が
あ
る
。
鎌
倉
喜
菜
、
臨
警
の
の
言
「
御
室
さ
と
講
ず
る
こ
一
こ
の
小
議
の
子
供
貯
建
設
、

寺
院
で
あ
る
。
と
と
な
っ
た
。
一
い
ま
さ
に
二
一
度
も
夏
季
孝

夫
平
八
年
(
5
3

、
関
八
州
榔
重
吉
本
堂
正
面
に
は
「
清
雲
一
げ
た
モ
デ
ル
組

A号
し
た
が
、ζ
の
ほ

の
主
と
な
っ
た
徳
川
家
康
は
、
江
一
円
と
寺
」
の
三
字
額
が
か
か
っ
て
い
る
。
「
一
ど

府
中
(
静
両
県
)
と
を
結
ぶ
中
閣
の
旅
護
軍
需
と
あ
り
、
警
に
亘
書
異
議
で
あ
る

館
と
し
て
中
原
の
醤
響
調
著
書
皇
室
も
ち
に
毒
菌
」
「
早
大
蔵
大
百
縄
、
日
銀
総
養
護

し
、
し
ば
し
ば
こ
れ
に
宿
泊
し
た
。
同
隠
」
の
ニ
頼
を
添
え
て
い
る
。
白
隠
は
一
覇

υ
た
の
で
す
。

C
の
組
合
は
、
金
問
置
の
九
九
@
ニ

第59号〈第 3 種郵便物認可〉色、ず:>らて》

史績を
さぐる

舗事

昭和31年1 ~月間自

由
i

カ
ん
ト
ピ
ヴ
ウ
ス

間
糊
輔m
wよ
い
?
?
謹

、地

撞
寺
(10) 

商
戸
塚
道
原
宿
松
蔭
一
一
す
の
古
仏
で
あ
る

0

4
1駿
河
に
は
過
ぎ
た
る
も
の
が
ふ
た
つ

あ
る
。
一
に
寓
土
山
ニ
に
白
隠
」
と
い

わ
れ
た
近
世
の
名
知
識
で
あ
る
。

御
茶
墨
寺
の
水
で
、
菅
沼
(
く
み
や

う
)
を
す
す
り
な
が
ら
、
白
礎
的
墨
蹟

を
仰
ぎ
み
う
る
事
は
、
た
し
か
に
平
塚

市
民
の
持
つ
誇
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

高
瀬
慎
吾

人 1 賃金(最高〉

2 I 15 ,000 

2 1 15 ,000 

71 沼 500

15 ,000 

1 I 8 500 

5 

大
間
関
麓

求人案内

ζ

の
組
織
を
通
じ
て
連
絡
を
は
か
り
一
咋
喝

短
月
壁
一
日
曜
に
は
常
会
を
ひ
ら
い
で
お
新
年
損
部
出
初
式
に
し
、
国
の
施
案
、
学
界
の
要
義
市
農
産
物
品
一
室
は
士
一
月
切

話
し
あ
う
。
乙
の
会
費
一
会
員
月
二

O
一
円
慣
例
の
一
一
三
年
消
防
出
初
式
は
、
資
制
肘
な
ど
に
使
う
た
め
、
毎
年
乙
の
一
回
目
か
ら
見
射
台
臨
育
館
で
開
催

W

円
、
政
治
活
動
に
関
与
ぜ
ず
、
お
互
の
一
円
来
春
五
日
(
土
)
午
前
九
時
か
ら
正
時
期
に
行
う
指
定
統
討
で
す
。
一
回
目
搬
入
及
び
答
査

h

生
活
福
祉
に
専
念
す
る
と
い
う
、
住
民
日
午
そ
葬
草
加
え
、
見
窓
会
菌
の
型
空
襲
調
査
対
象
に
一
五
日
謀
議
@
卸
売
予
約
切

組
織
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
す
。
コ
足
長
闘
に
開
催
の
予
定
。
な
っ
て
お
り
、
近
、
弐
県
知
事
の
身
一
六
日
?
?
智
顎
鞍
レ
及
び
、
均

年
予
剖
劃
劃
左
右
葬
霊
安
付
、
は
し
む
乗
り
蓄
を
も
っ
た
調
査
察
、
霊
童
与
式

け
る
、
立
野
前
奏
会
式
、
立
っ
て
視
一
一
端
志
向
軍
事
、
多
彩
な
行
事
が
繋
所
暮
間
し
ま
す
。
穀
類
、
豆
、
い
も
、
甜
菜
、
果
実
、
町

一
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
ふ
お
母
さ
ん
の
協
力
を
、
お
布
、
鶏
卵
、
加
工
品
な
ど
が
出
揃
い
日

酵
を
述
べ
る
の
は
よ
戸
川
市
長
一
日
時
閉

一
吋d』
工
業
調
査
に
協
力
を
ね
が
い
し
ま
す
。
ま
ナ
。
同

大
賞
女
一
町
一
二
月
一
一
二
日
現
在
で
、
通
産
省
一
一
二
年
度
品
評
会
一
般
市
民
の
来
場
歓
迎

W

会
食
会
一

一
山
の
手
に
よ
り
b
v工
業
統
計
調
査
L
qが
一

i
i
i
z
E
Z
B
E
E
E
E
Z
S
E
E
R
-
-

和

i
l
i
l
l
-
i

一
川
書
さ
れ
ま
す
。
…
鱒
車
は
一
い

パ
ー
セ
ン
ト
が
語
、
貯
蓄
額
は
一
一
一
一
日
韓
が
国
の
工
業
の
実
態
毒
事
…
甫
持
て
麓
い
暫
し
よ
う
一
い

ニ
万
円
を
こ
え
る
縞
繍
。
…
珂

全
部
よ
い
予
選
の
す
、
ふ
ん
で
し
た
貯
一
z

“
崎

金
で
、
そ
の
た
め
に
、
襲
、
小
警
一
議
事
ロ
掃
入
会
(
襲
撃
会
一

i

シ
ヨ
ン
が
で
き
た
、
と
伝
え
て
雲
一

節
約
し
た
り
、
襲
史
子
宮
、
と
き
で
は
、
古
く
か
;
し
き
菅
ぷ
し
た
。
一

手
伝
な
ど
に
汗
し
た
り
・
一
破
っ
て
、
去
る
一
回
与
の
子
竺
一
こ
れ
に
は
、
大
野
小

P
T
Aよ
c
く
一

よ
ろ
こ
び
も
探
い
わ
け
で
す
。
一
五
言
葉
野
小
に
あ
つ
め
、
地
域
内
一
ら
、
議
、
聖
奪
還
患
の
会
の
一

躍
り
よ
い
子
遣
に
九
万
六
千
市
民
一

A
院
自
白
限
付
配
ド
眠
、
一
協
力
と
、
各
部
落
の
お
究
さ
ん
が
だ
の

の
拍
手
を
お
伝
え
し
ま
す
。
一
一
後
援
が
、
影
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
お
母
さ
ん
方
は
お
揃
い
の
会
服
を
着
用
一

大
野
で
一
五
O

一
?
っ
季
語
で
楽
し
い
お
拐
い
パ
!
一
審
蕊
〉
撃
の
留
保
の
取
扱
い
欄

一
テ
ィ
、
終
っ
て
、
真
土
、

4八
輔
、
由
記
一
中
、
品
開
斜
の
。
銀

A墨
は
使
え
ま
せ

人
の
七
才
祝
い
一
宮
の
各
都
議
に
わ
か
れ
、
こ
れ
も
二
ん
。
と
あ
る
む
は
タ
銀
合
金
以
外
の
費

七
五
三
の
視
い
を
、
見
換
と
不
合
理
一
諸
に
民
神
に
参
拝
、
不
経
棋
と
競
争
心
一
金
嵩
は
使
え
ま
せ
ん

A
Vの
あ
や
まp
に

ず
経
っ
た
話
:
:
:
を
克
騨
レ
て
心
も
か
ろ
え
レ
ク
リ
エ
一
っ
き
訂
正
し
ま
す
。

ヲ， 000

500 

200 

5 ,000 

3 ,000 

3，∞0 

13,000 

白 300

6 ,000 

TEL 13 へお問合せ下ざい

5 ,000 

200 

3 ,000 

6 よねO

4 ,000 

詳細は平器公共鞍襲安定所
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男子本人

ボーザゾグヱ

フライス主

旋盤工

プレナ同工

印刷工

三輪運転手

タ四レヅトヱ

ガス熔接エ

電工見習

製パソ見習

店員

自動車修恕ヱ

雑役

吉正=争奪λ

シ

韓

ヱ

師

4 看護婦 jt 習

務

上

V品

令才

事

仕

店

業

司
、

、

戒

特都観襲主

露量

e 針。?宮野窃立7嘩店舗@
年罰金、

開設器購


